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#8000を運営するにあたり、都道府県は地
域の医療機関との連携を強化する必要が
ある。

相談員の質の担保のため、事例収集や
事後検証の実施体制の整備を進めると共
に、年1回の相談員教育研修を充実、強化
するべきである。

集約化に際しては、緊急度判定や医療機
関案内など地域の救急医療と密に連携す
る相談と、育児相談等の地域性を問わない
相談に分けた体制の検討が必要である。


